
【実施体制】

学長直轄の全学組織「ダイバーシティ研究環境推進本部」を立ち上げ、これまで本学の男女共同参画推進の中心となっていた男女
共同参画推進室に加えて、新たに女性リーダー育成オフィスを設置し、海外派遣を中心とした研究力向上策ならびに女性リーダー
シップ開発策を講じることによって、優秀な女性研究者の育成と女性リーダー育成を推進する。

宇都宮大学（先端型）

【特長】
1．多様な人材と研究環境に対応できる「ダイバーシティ研究環境推進
本部」の設置
2．研究力向上とライフイベントを一体的にサポートできる「キャリアパ
スプログラム」の策定
3．女性リーダー育成に向けた研究力強化「海外派遣事業」の実施

ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ

【体制の概要】

実施期間：Ｈ３０年～R５年

【取組概要（目標）】
1．女性教員採用の加速化

・これまで実施してきた女性教員採用にかかるポジティブアクション
【①宇都宮大学教員人事方針「女性の若手教員を優先する」（H28
～）、②公募要領への記載「業績が同等の場合は女性を優先して
採用」】に加え、③女性限定公募「学長戦略経費による女性教員採
用特別制度」を重点的に実施する。

→目標１ 女性教員比率21％
→目標２ 女性教員採用比率30％（平成30年度～令和5年度の平均）
2．研究力向上のための重層的支援

「女性研究者キャリアパスプログラム」を更新し、研究力の底上げ
に資する諸活動ならびにリーダーシップ力向上策を展開し、その成
果を女性教員の上位職への昇進というアウトカムに結実させる。

→目標３ 女性教員上位職階比率向上（教授18％ 准教授・講師21％）

→目標４ 女性教員海外派遣制度の拡充
3．リーダー育成対策の拡充

・管理職に必要な情報・資質・スキルについて学ぶための女性教員

対象リーダーシップ・プログラムの開発と実施

→目標５ 大学運営に関わる女性比率の向上（現状15％の維持向上）



【男女共同参画関連の活動紹介】 ③ ④ ⑤
①学内における男女共同参画週間の実施
②両立支援（育児・介護と仕事）のためのサポート体制の充実
③基盤教育科目にて男女共同参画授業の開講
④理系女子大学院生によるオープンキャンパスでの次世代育成「リケジョ
カフェ」の開催

⑤栃木県、宇都宮市や県内の団体との地域連携事業への積極的参加

① ②キャンパス内にある保育園

・

【支援内容】
•現在のサバティカル研修制度、海外研究活動助成制度の支援内容を充実し、

女性研究者のニーズにきめ細かく応じる「女性教員海外派遣制度」を創設。

主に若手～中堅の女性研究者を積極的に海外に派遣（短期留学を含む）し、

その成果を学内に還元して女性研究者キャリア形成モデルを構築する。

JST 2016年6月07日現在

【お問合せ】
機関名：国立大学法人宇都宮大学ダイバーシティ研究環境推進本部
所在地：栃木県宇都宮市峰町350
連絡先：028-649-5151 gender@cc.utsunomiya-u.ac.jp
ＨＰ：http://diversity.utsunomiya-u.ac.jp/
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